
まちづくり環境委員会 案件一覧 

（令和６年１月 15日開催分） 

 

○所管事務報告 ９件 

部局 
報
告
順 

件   名 
資料 

番号 
説明者（所管課長名等） 

ま
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り
推
進
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１ 第 181回大田区都市計画審議会の報告について 34 深川 都市計画課長 

２ 
危険な状態で放置されている構造物の対応につ

いて（第２報） 
35 大塚 建築審査課長 

３ 
地盤資料（ボーリング柱状図）の窓口閲覧・写

しの交付について 
36 大塚 建築審査課長 

鉄
道
・
都
市 

づ
く
り
部 

４ 下丸子まちづくり座談会の実施結果について 11 
林 新空港線・沿線整備担

当課長 

都
市
基
盤
整
備
部 

５ 
多摩川緊急治水対策プロジェクト（河道掘削）に

ついて 
23 柞木 都市基盤管理課長 

６ 
平和島公園及び平和の森公園に関するアンケー

ト調査の結果について 
24 小泉 公園課長 

７ 
大規模公園におけるキッチンカー試験導入につ

いて 
25 小泉 公園課長 

環
境
清
掃
部 

８ 
区有施設における太陽光発電設備の既存建物へ

の導入推進について 
10 石川 環境計画課長 

９ 
「第 23回エコフェスタワンダーランド」の開催

について 
11 石川 環境計画課長 

 



 

 

 

第 181回大田区都市計画審議会の報告について 

 

１ 都市計画審議会の概要 

（１）日 時 

令和５年 12月 12日（火） 10：00～11：40 

（２）開催場所 

第三・第四委員会室 

 

２ 議題案件 

 第一号議案 東京都市計画公園（古径公園）の変更（大田区決定）について 

第二号議案 東京都市計画公園（中央五丁目公園）の変更（大田区決定）について 

第三号議案 東京都市計画公園（かにくぼ公園）の変更（大田区決定）について 

第四号議案 東京都市計画公園（日下山公園）の変更（大田区決定）について 

第五号議案 羽田空港跡地第１ゾーンにおける都市計画変更（大田区決定）について 

（１）東京都市計画土地区画整理事業羽田空港跡地地区土地区画整理事業 

（２）東京都市計画公園 第４・３・124号 羽田空港公園 

 

３ 審議結果 

第一号議案から第五号議案まで「諮問のとおり定めることが適当である」と答申された。 

 

４ 報告案件 

 令和島一丁目、令和島二丁目都市計画変更（案）について 

 

５ 添付資料 

添付資料１ 第一号議案 関連資料 

添付資料２ 第二号議案 関連資料 

添付資料３ 第三号議案 関連資料 

添付資料４ 第四号議案 関連資料 

添付資料５ 第五号議案 関連資料 

添付資料６ 令和島一丁目、令和島二丁目都市計画変更（案）について 

まちづくり環境委員会 

令和６年１月 15 日 

まちづくり推進部 資料 34 番 

所管 都市計画課 



東京都市計画公園の変更（大田区決定） 

東京都市計画公園に大田第２・２・54 号古径公園を次のように追加する。 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・54 号 古径公園 大田区南馬込一丁目地内 約 0.14ha 
園路広場、

修景施設 

「区域は計画図表示のとおり」 
理由 
都市計画公園の配置保全を検討した結果、上記のとおり公園を追加する。 
 

新旧対照表 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・54 号 古径公園 大田区南馬込一丁目地内 約 0.14ha 追加 

 

第一号議案

1－1

添付資料１



第一号議案

1－2
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今回計画変更区域

東京都市計画公園計画図
大田第２・２・５４号古径公園

縮尺２,５００分の１

100m500 25

この地図は、東京都縮尺2,500分の１地形図及び道路網図を利用して作成した
ものである。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したもので
ある。無断複製を禁ず。
（承認番号）（MMT利許第04-111号)
（承認番号）４都市基街都第243号、令和4年11月29日

第一号議案

1－3



 

 

東京都市計画公園大田第２・２・５４号古径公園の変更 

（大田区決定）について 

【説明資料】 

１趣旨及び経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都における都市計画公園について、都、特別

区、市及び町が連携して「都市計画公園・緑地の整

備方針（令和２年７月改定）」を策定することで、

計画的・効果的な施策展開を図っている。 

一方で、大田区における公園・緑地の計画とし

て、基本構想と連携する「新おおた重点プログラム

（令和５年２月更新）」では、「水と緑を大切に

し、すべての人に安全で潤いのある暮らしを実現し

ます」を個別目標に掲げ、身近な場所で水やみどり

に触れ合える、潤いとやすらぎのあるまちづくりを

推進するとしている。 

また、都市づくりの基本方針である「大田区都市

計画マスタープラン（令和４年３月改定）」では、

公園の役割として、区民のレクリエーション、健康

増進、子育て支援及び生物多様性の確保など、水と

緑のネットワークづくりを担うとしている。 

さらに、公園・緑地などみどりに関連する分野別

計画である「大田区緑の基本計画グリーンプランお

おた（令和５年３月改定）」では、目指す将来像の

実現に向け、４つの方針を定め、特に公園・緑地の

配置方針として、区民が健康的で文化的な生活をす

るうえで必要となる機能を有し、面積が300㎡以上

で接道していること、面的に連続していることなど

の一定条件を満たすことができる公園・緑地は、都

市計画事業に位置付け、整備を推進するとしてい

る。 

本計画地は、面積約0.09ヘクタールの既に開園し

ている街区公園とその隣接地であり、震災対策等に

オープンスペースが必要な地域である。開園してい

る街区公園は、区が定める避難場所等(一時集合場

所)として指定されており、隣接地とともに都市計

画公園とすることで、まとまりのあるオープンスペ

ース (多目的広場等)を確保することが可能とな

り、避難場所等が拡大するなど、防災機能を高める

ことができる。 

さらに当該地域は、緑被率が区全体平均より低い

うえ公園不足地域であることから、環境保全・レク

リエーション面からも公園として整備する必要性の

○都市計画の経緯 

令和５年７月 

原案の作成 

 

令和５年８月 

案の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一号議案

1－4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２都市計画の内容 

 

 

 

 

３説明会の概要  

 

 

 

 

 

 

４公 告 ・ 縦 覧  

 

 

 

５今後の予定 

高い地域である。 

以上のような大田区の定める諸計画や当該地の立

地状況を踏まえ、当事業を都市計画公園事業に位置

付け、公園としての永続性を担保するとともに、計

画的な整備を進めていく。 

 なお、本案件は都市計画法第 21条第２項において

準用する同法第 19条第３項の協議について、東京都

より意見なしの回答を得ている。 

 

位 置：大田区南馬込一丁目地内 

面 積：約 0.14ha 

名 称：東京都市計画公園大田第２・２・５４号古径

公園 

 

住民説明会を開催した。 

対象公園：古径公園、中央五丁目公園 

開催日：令和５年８月７日 

会場：大田区立梅田小学校 

参加者数：38人 

意見回答：16件（都市計画変更に対する意見は０件） 

 

日 時：令和５年 10 月 23 日から 11 月６日まで 

場 所：大田区まちづくり推進部都市計画課 

意見回答：０件 
 
令和５年 12 月 都市計画審議会 

令和５年 12 月 都市計画変更 

令和６年４月  事業認可予定 

 

 

 

 

 

 

○令和５年９月 15日付 

５都市政緑第 353 号 

 

 

○用途地域等について 

※第１種低層住居専用地域 

 建ぺい率 50％ 

 容積率  100％ 

 

 

第一号議案

1－5



都市計画の策定の経緯の概要書 
 
東京都市計画公園第２・２・54 号古径公園の変更 

事項 
 

時期 備考 

都市計画原案の公告・縦覧  年 月 日から 
 年 月 日まで 

なし 

公 聴 会  年 月 日 
 

なし 

説 明 会 令和５年８月７日 
 

１回開催 

都市計画案の公告・縦覧 令和５年 10 月 23 日から 

令和５年 11 月 6 日まで 
 

区 都 市 計 画 審 議 会 令和５年 12 月 12 日 
 

予定 

決 定 告 示 令和５年 12 月 日 
 

予定 

 

第一号議案

1－6



東京都市計画公園の変更（大田区決定） 

東京都市計画公園に大田第２・２・55 号中央五丁目公園を次のように追加する。 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・55 号 中央五丁目公園 大田区中央五丁目地内 約 0.26ha 
園路広場、

修景施設 

「区域は計画図表示のとおり」 
理由 
都市計画公園の配置保全を検討した結果、上記のとおり公園を追加する。 
 

新旧対照表 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・55 号 中央五丁目公園 大田区中央五丁目地内 約 0.26ha 追加 

 
 

第二号議案

2－1

添付資料２



第二号議案

2－2
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東京都市計画公園計画図
大田第２・２・５５号中央五丁目公園

縮尺２,５００分の１

凡 例

今回計画変更区域

100m500 25

この地図は、東京都縮尺2,500分の１地形図及び道路網図を利用して作成した
ものである。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したもので
ある。無断複製を禁ず。
（承認番号）（MMT利許第04-111号)
（承認番号）４都市基街都第243号、令和4年11月29日

第二号議案

2－3



 

 

東京都市計画公園大田第２・２・５５号中央五丁目公園の変更 

（大田区決定）について 

【説明資料】 

１趣旨及び経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都における都市計画公園について、都、特別

区、市及び町が連携して「都市計画公園・緑地の整

備方針（令和２年７月改定）」を策定することで、

計画的・効果的な施策展開を図っている。 

一方で、大田区における公園・緑地の計画とし

て、基本構想と連携する「新おおた重点プログラム

（令和５年２月更新）」では、「水と緑を大切に

し、すべての人に安全で潤いのある暮らしを実現し

ます」を個別目標に掲げ、身近な場所で水やみどり

に触れ合える、潤いとやすらぎのあるまちづくりを

推進するとしている。 

また、都市づくりの基本方針である「大田区都市

計画マスタープラン（令和４年３月改定）」では、

公園の役割として、区民のレクリエーション、健康

増進、子育て支援及び生物多様性の確保など、水と

緑のネットワークづくりを担うとしている。 

さらに、公園・緑地などみどりに関連する分野別

計画である「大田区緑の基本計画グリーンプランお

おた（令和５年３月改定）」では、目指す将来像の

実現に向け、４つの方針を定め、特に公園・緑地の

配置方針として、区民が健康的で文化的な生活をす

るうえで必要となる機能を有し、面積が300㎡以上

で接道していること、面的に連続していることなど

の一定条件を満たすことができる公園・緑地は、都

市計画事業に位置付け、整備を推進するとしてい

る。 

本計画地は、面積約0.22ヘクタールの既に開園し

ている街区公園とその隣接地である。当該地域は東

京都震災対策条例における避難場所の避難有効面積

が２㎡／人を下回る地域であるうえ、急傾斜地及びその

近傍で、本計画地はがけ崩れによる土砂流出等の緩

衝地となる公園である。また、本地域は震災対策等

にオープンスペースが必要な地域であり、隣接地と

既開園区域をあわせて都市計画公園とすることで、

まとまりのあるオープンスペース(多目的広場等)を

確保できる。 

さらに当該地域は、緑被率が区全体平均より低い

うえ公園不足地域であることから、環境保全・レク

○都市計画の経緯 

令和５年７月 

原案の作成 

 

令和５年８月 

案の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二号議案

2－4



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２都市計画の内容 

 

 

 

 

３説明会の概要  

 

 

 

 

 

 

４公 告 ・ 縦 覧  

 

 

 

５今後の予定 

リエーション面からも公園として整備する必要性の

高い地域である。 

以上のような大田区の定める諸計画や当該地の立

地状況を踏まえ、当事業を都市計画公園事業に位置

付け、公園としての永続性を担保し計画的に整備を

進めていくものである。 

 なお、本案件は都市計画法第 21条第２項において

準用する同法第 19条第３項の協議について、東京都

より意見なしの回答を得ている。 

 

位 置：大田区中央五丁目地内 

面 積：約 0.26ha 

名 称：東京都市計画公園大田第２・２・５５号中央

五丁目公園 

 

住民説明会を開催した。 

対象公園：古径公園、中央五丁目公園 

開催日：令和５年８月７日 

会場：大田区立梅田小学校 

参加者数：38人 

意見回答：16件（都市計画変更に対する意見は０件） 

 

日 時：令和５年 10 月 23 日から 11 月６日まで 

場 所：大田区まちづくり推進部都市計画課 

意見回答：１件（都市計画変更に対する意見は０件） 
 
令和５年 12 月 都市計画審議会 

令和５年 12 月 都市計画変更 

令和６年４月  事業認可予定 

 

 

 

 

 

 

 

○令和５年９月 15日付 

５都市政緑第 353 号 

 

 

○用途地域等について 

※第１種低層住居専用地域 

 建ぺい率 50％ 

 容積率  100％ 

 

 

第二号議案

2－5



都市計画の策定の経緯の概要書 
 
東京都市計画公園第２・２・55 号中央五丁目公園の変更 

事項 
 

時期 備考 

都市計画原案の公告・縦覧  年 月 日から 
 年 月 日まで 

なし 

公 聴 会  年 月 日 
 

なし 

説 明 会 令和５年８月７日 
 

１回開催 

都市計画案の公告・縦覧 令和５年 10 月 23 日から 

令和５年 11 月 6 日まで 
 

区 都 市 計 画 審 議 会 令和５年 12 月 12 日 
 

予定 

決 定 告 示 令和５年 12 月  日 
 

予定 
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東京都市計画公園の変更（大田区決定） 

東京都市計画公園に大田第２・２・56 号かにくぼ公園を次のように追加する。 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・56 号 かにくぼ公園 大田区北嶺町地内 約 0.27ha 
園路広場、

修景施設 

「区域は計画図表示のとおり」 
理由 
都市計画公園の配置保全を検討した結果、上記のとおり公園を追加する。 
 

新旧対照表 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・56 号 かにくぼ公園 大田区北嶺町地内 約 0.27ha 追加 
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添付資料３
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かにくぼ公園
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第二保育園

北嶺町

19.9

20.0

19.4

20.6

北嶺町

11.1

水
神
公
園

12.4

20.7

（建）

22.0

20.6

20.1

13.7

南雪谷保育園

太陽の子

21.0

18.2

22.5

御
嶽
山
駅

東京都市計画公園計画図
大田第２・２・５６号かにくぼ公園

縮尺２,５００分の１

凡 例

今回計画変更区域

100m500 25 この地図は、東京都縮尺2,500分の１地形図を利用して作成したものである。
無断複製を禁ず。
（承認番号） （MMT利許第04-111号)
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東京都市計画公園大田第２・２・５６号かにくぼ公園の変更 

（大田区決定）について 

【説明資料】 

１趣旨及び経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都における都市計画公園について、都、特別

区、市及び町が連携して「都市計画公園・緑地の整

備方針（令和２年７月改定）」を策定することで、

計画的・効果的な施策展開を図っている。 

一方で、大田区における公園・緑地の計画とし

て、基本構想と連携する「新おおた重点プログラム

（令和５年２月更新）」では、「水と緑を大切に

し、すべての人に安全で潤いのある暮らしを実現し

ます」を個別目標に掲げ、身近な場所で水やみどり

に触れ合える、潤いとやすらぎのあるまちづくりを

推進するとしている。 

また、都市づくりの基本方針である「大田区都市

計画マスタープラン（令和４年３月改定）」では、

公園の役割として、区民のレクリエーション、健康

増進、子育て支援及び生物多様性の確保など、水と

緑のネットワークづくりを担うとしている。 

さらに、公園・緑地などみどりに関連する分野別

計画である「大田区緑の基本計画グリーンプランお

おた（令和５年３月改定）」では、目指す将来像の

実現に向け、４つの方針を定め、特に公園・緑地の

配置方針として、区民が健康的で文化的な生活をす

るうえで必要となる機能を有し、面積が300㎡以上

で接道していること、面的に連続していることなど

の一定条件を満たすことができる公園・緑地は、都

市計画事業に位置付け、整備を推進するとしてい

る。 

本計画地は、面積約0.25ヘクタールの既に開園し

ている街区公園とその隣接地である。当該地域は東

京都震災対策条例における避難場所の避難有効面積

が２㎡／人を下回る地域であり、震災対策等にオープン

スペースが必要な地域である。加えて東京都豪雨対策

基本方針に基づく対策強化流域内にあり、雨水貯留

浸透施設等を設置することで水害等の軽減に資する

ことができる。 

さらに当該地域は、緑被率が区全体平均より低い

うえ公園不足地域であることから、環境保全・レクリ

エーション面からも公園として整備する必要性の高

い地域である。 

○都市計画の経緯 

令和５年７月 

原案の作成 

 

令和５年８月 

案の決定 
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２都市計画の内容 

 

 

 

 

３説明会の概要  

 

 

 

 

 

 

４公 告 ・ 縦 覧  

 

 

 

５今後の予定 

以上のような大田区の定める諸計画や当該地の立

地状況を踏まえ、当事業を都市計画公園事業に位置

付け、公園としての永続性を担保し計画的に整備を

進めていくものである。 

 なお、本案件は都市計画法第 21条第２項において

準用する同法第 19条第３項の協議について、東京都

より意見なしの回答を得ている。 

 

位 置：大田区北嶺町地内 

面 積：約 0.27ha 

名 称：東京都市計画公園大田第２・２・５６号かに

くぼ公園 

 

住民説明会を開催した。 

対象公園：かにくぼ公園、日下山公園 

開催日：令和５年８月８日 

会場：大田区立雪谷小学校 

参加者数：18人 

意見回答：９件（都市計画変更に対する意見は０件） 

 

日 時：令和５年 10 月 23 日から 11 月６日まで 

場 所：大田区まちづくり推進部都市計画課 

意見回答：０件 
 
令和５年 12 月 都市計画審議会 

令和５年 12 月 都市計画変更 

令和６年４月  事業認可予定 

 

 

 

 

 

○令和５年９月 15日付 

５都市政緑第 353 号 

 

 

○用途地域等について 

※第１種低層住居専用地域 

 建ぺい率 50％ 

 容積率  100％ 
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都市計画の策定の経緯の概要書 
 
東京都市計画公園第２・２・56 号かにくぼ公園の変更 

事項 
 

時期 備考 

都市計画原案の公告・縦覧  年 月 日から 
 年 月 日まで 

なし 

公 聴 会  年 月 日 
 

なし 

説 明 会 令和５年８月８日 
 

１回開催 

都市計画案の公告・縦覧 令和５年 10 月 23 日から 

令和５年 11 月 6 日まで 
 

区 都 市 計 画 審 議 会 令和５年 12 月 12 日 
 

予定 

決 定 告 示 令和５年 12 月  日 
 

予定 
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東京都市計画公園の変更（大田区決定） 

東京都市計画公園に大田第２・２・57 号日下山公園を次のように追加する。 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・57 号 日下山公園 大田区南雪谷三丁目地内 約 0.11ha 
園路広場、 

修景施設 

「区域は計画図表示のとおり」 
理由 
都市計画公園の配置保全を検討した結果、上記のとおり公園を追加する。 
 

新旧対照表 

種  別 
名  称 

位  置 面  積 備  考 
番  号 公 園 名 

街区公園 大田第 2・2・57 号 日下山公園 大田区南雪谷三丁目地内 約 0.11ha 追加 
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東京都市計画公園計画図
大田第２・２・５７号日下山公園

縮尺２,５００分の１

凡 例

今回計画変更区域

100m500 25

この地図は、東京都縮尺2,500分の１地形図及び道路網図を利用して作成した
ものである。ただし、計画線は、都市計画道路の計画図から転記したもので
ある。無断複製を禁ず。
（承認番号）（MMT利許第04-111号)
（承認番号）４都市基街都第243号、令和4年11月29日
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東京都市計画公園大田第２・２・５７号日下山公園の変更 

（大田区決定）について 

【説明資料】 

１趣旨及び経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都における都市計画公園について、都、特別

区、市及び町が連携して「都市計画公園・緑地の整

備方針（令和２年７月改定）」を策定することで、

計画的・効果的な施策展開を図っている。 

一方で、大田区における公園・緑地の計画とし

て、基本構想と連携する「新おおた重点プログラム

（令和５年２月更新）」では、「水と緑を大切に

し、すべての人に安全で潤いのある暮らしを実現し

ます」を個別目標に掲げ、身近な場所で水やみどり

に触れ合える、潤いとやすらぎのあるまちづくりを

推進するとしている。 

また、都市づくりの基本方針である「大田区都市

計画マスタープラン（令和４年３月改定）」では、

公園の役割として、区民のレクリエーション、健康

増進、子育て支援及び生物多様性の確保など、水と

緑のネットワークづくりを担うとしている。 

さらに、公園・緑地などみどりに関連する分野別

計画である「大田区緑の基本計画グリーンプランお

おた（令和５年３月改定）」では、目指す将来像の

実現に向け、４つの方針を定め、特に公園・緑地の

配置方針として、区民が健康的で文化的な生活をす

るうえで必要となる機能を有し、面積が300㎡以上

で接道していること、面的に連続していることなど

の一定条件を満たすことができる公園・緑地は、都

市計画事業に位置付け、整備を推進するとしてい

る。 

本計画地は、面積約0.06ヘクタールの既に開園し

ている街区公園とその隣接地である。当該地域は東

京都震災対策条例における避難場所の避難有効面積

が２㎡／人を下回る地域であり、震災対策時にオー

プンスペースが必要な地域である。そのうえ、急傾

斜地及びその近傍で、がけ崩れによる土砂流出等の緩

衝地となる区域、東京都豪雨対策基本方針に基づく対

策強化流域となっている。既開園地と隣接地を都市

計画公園とすることで、まとまりのあるオープンス

ペース(多目的広場等)を確保でき、防災機能を高め

ることができる。 

さらに当該地域は、緑被率が区全体平均より低い

○都市計画の経緯 

令和５年７月 

原案の作成 

 

令和５年８月 

案の決定 
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２都市計画の内容 

 

 

 

 

３説明会の概要  

 

 

 

 

 

 

４公 告 ・ 縦 覧  

 

 

 

５今後の予定 

うえ公園不足地域であり、環境保全・レクリエーショ

ン面からも公園として整備する必要性の高い地域で

ある。 

以上のような大田区の定める諸計画や当該地の立

地状況を踏まえ、当事業を都市計画公園事業に位置

付け、公園としての永続性を担保し計画的に整備を

進めていくものである。 

 なお、本案件は都市計画法第 21条第２項において

準用する同法第 19条第３項の協議について、東京都

より意見なしの回答を得ている。 

 

位 置：大田区南雪谷三丁地内 

面 積：約 0.11ha 

名 称：東京都市計画公園大田第２・２・５７号日下

山公園 

 

住民説明会を開催した。 

対象公園：かにくぼ公園、日下山公園 

開催日：令和５年８月８日 

会場：大田区立雪谷小学校 

参加者数：18人 

意見回答：９件（都市計画変更に対する意見は０件） 

 

日 時：令和５年 10 月 23 日から 11 月６日まで 

場 所：大田区まちづくり推進部都市計画課 

意見回答：０件 
 
令和５年 12 月 都市計画審議会 

令和５年 12 月 都市計画変更 

令和６年４月  事業認可予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

○令和５年９月 15日付 

５都市政緑第 353 号 

 

 

○用途地域等について 

※第１種低層住居専用地域 

 建ぺい率 50％ 

 容積率  100％ 
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都市計画の策定の経緯の概要書 
 
東京都市計画公園第２・２・57 号日下山公園の変更 

事項 
 

時期 備考 

都市計画原案の公告・縦覧  年 月 日から 
 年 月 日まで 

なし 

公 聴 会  年 月 日 
 

なし 

説 明 会 令和５年８月８日 
 

１回開催 

都市計画案の公告・縦覧 令和５年 10 月 23 日から 

令和５年 11 月 6 日まで 
 

区 都 市 計 画 審 議 会 令和５年 12 月 12 日 
 

予定 

決 定 告 示 令和５年 12 月  日 
 

予定 
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１ 位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 背景 

本地区は、東京港第６次改訂港湾計画（平成９年１月）において、埠頭用地及び港湾関連

用地として位置付けられたものであり、最新の東京港第９次改訂港湾計画（令和５年９月）

においても同様の土地利用計画とされています。 

また、本地区は「大田区都市計画マスタ―プラン（令和４年３月）において、空港臨海部

地域の都市づくり方針として港湾・先端テクノロジー実装エリアに位置付けられています。 

本地区では、昭和 58 年度から公有水面埋立事業に基づく埋立造成が実施され、平成 17 年

４月にしゅん功認可の告示がされ、令和元年 10月には帰属が決定し、令和２年６月に「令和

島」が誕生しました。 

なお、東京都の≪都市計画区域マスタープラン≫※1において、「埋立事業の竣工に関する認

可と事業などの進捗状況を踏まえて、適切な時期に市街化区域に編入する」とされています。 

 

３ 目的 

都市的土地利用に対応するとともに諸機能が調和よく導入された総合的な港湾空間の形成

を図るため、土地利用上の観点から検討した結果、都市計画の変更等をするものです。 

 

 

 

４ 変更概要 

現状 

区域区分 用途地域（容積率/建ぺい率） 防火・準防火地域 臨港地区 公共下水道 日影規制 

市街化調整区域 指定なし 指定なし 指定なし 指定なし 指定なし 

 

変更後（案） 

区域区分 用途地域（容積率/建ぺい率） 防火・準防火地域 臨港地区 公共下水道 日影規制 

市街化区域 準工業地域（200％/60％） 準防火地域 商港区 下水道計画区域 指定なし 

 

区域区分等について 

区域区分とは （東京都決定） 

無秩序な市街化を防止し、計画的な市街化を図るため、市街地として計画的に整備する区域（市

街化区域）と当分の間市街地化を抑制する区域（市街化調整区域）とに区分するものです。 

用途地域とは （東京都決定） 

建築物の用途や建ぺい率、容積率などを規制するものです。なお、準工業地域は、主として環境

の悪化をもたらすおそれのない工業の利便を増進するために定める地域です。 

防火地域又は準防火地域とは （大田区決定） 

市街地における火災の危険を防除するため定めるもので、建築物を燃えにくい構造とするよう規

制するものです。 

臨港地区とは （東京都決定） 

港湾の管理運営を円滑に行うために指定する地区であり、そのために取扱う貨物に応じて目的別

に商港区等の分区を定め、各分区に応じて構造物を規制するものです。 

公共下水道とは（東京都決定） 

機能的な都市活動の確保及び都市環境を形成及び保持するよう排水区域等を定めるものです。区

部全域にわたり定められています。 

日影規制とは（東京都決定（東京都日影による中高層建築物の高さの制限に関する条例）） 

住宅地等における日照を確保するため、中高層建築物が周囲に落とす日影の時間を規制する基準

を定めたものです。 

 

５ 今後のスケジュール（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

令和島一丁目、令和島二丁目都市計画変更（案）について 大田区 

説 
 

明 
 

会 

場
所 

入
新
井
集
会
室 

時
間 

１８
時
か
ら 

令和５年 11月 6日 令和６年６月 ７月下旬 ９月上旬 令和６年度中 

東京都決定 

大田区決定 

公
告
・
縦
覧 

同
法
第
17
条 

都
市
計
画
法
第
16
条 

同
法
第
19
条 

同
法
第
18
条 

告
示
・
縦
覧 

同
法
第
20
条 

≪位置≫ 

大田区令和島一丁目 

及び令和島二丁目各地内 

≪面積≫ 

約 103 ha 

拡大図 

案
の
申
出
（
区
→
都
） 

同
法
第
15
条
の
２ 

12月 

※１ 東京都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（令和３年３月） 

地理院地図 引用 

https://maps.gsi.go.jp 

添付資料６ 



 

 

 

 

 

危険な状態で放置されている構造物の対応について（第２報） 

 

 令和５年 11 月 15 日開催のまちづくり環境委員会で報告した大田区池上二丁目に存

していた所有者が確知できず管理不全状態の土地に放置された構造物について、所有

権移転が行われていたことが判明し、区の働きかけもあり、代執行によらず新たな所有

者自らにより災害等防止措置が行われたため、下記のとおり報告する。 

 

記 

 

１ 対象となる土地 

（１）所 在  大田区池上二丁目 

（２）地 番  191番７ 

（３）地 目  宅地 

（４）地 積  36.44㎡ 

 

２ 新たな所有者への所有権移転の経緯 

 令和５年８月 16日  家庭裁判所が相続財産清算人を選任 

（申立人：東京都大田都税事務所長） 

 令和５年９月８日   相続債権者受遺者への請求申出の催告 

 令和５年 11月９日  所有権移転 

  令和５年 11月 20日 所有者より区に情報提供 

           区は速やかな災害等防止措置を依頼 

 令和５年 12月１日より  所有者による構造物解体 

 

３ 情報公開 

  大田区情報公開条例第９条第２項の規定に基づき、所有者等に係る情報の開示は

行わない。 

 

まちづくり環境委員会 

令和６年１月 15 日 

まちづくり推進部 資料 35 番 

所管 建築審査課 



 

 

 

 

地盤資料（ボーリング柱状図）の窓口閲覧・写しの交付について 

 

１ 概要 

 大田区が保有している地盤資料（ボーリング柱状図）については、現在、窓

口での写しの交付は行っておらず、紙資料の閲覧および貸し出しを行っている

が、手続等が煩雑な状況である。 

 都市計画情報や建築計画概要書等と同様に、まちづくり情報閲覧コーナーで

閲覧・写しの交付が可能となるよう、システムに地盤資料を追加することで、

情報の一元化による区民サービスの向上と窓口業務の効率化を図る。 

 

２ 手数料 

地盤資料の写しについては、手数料条例第２条第１項第 12 号に定める「図

画の写しの交付」として、同条例第３条第１項第２号に定める 300円／件を徴

収する。 

 

３ 今後の予定 

令和６年２月下旬より運用開始。 

 

まちづくり環境委員会 

令和６年１月 15 日 

まちづくり推進部 資料 36 番 

所管 建築審査課 



 

 

 

 

 

下丸子まちづくり座談会の実施結果について 

 

下丸子駅周辺地区の今後のまちづくりを考えるきっかけづくりとして開催した、

まちづくりに関する様々な分野で活動する方々による座談会について報告する。 

 

１ 日時・場所 

令和５年 12月 16日(土) 13時～15時 30分 

矢口西小学校体育館(大田区下丸子１－７－１) 

 

２ 参加者数 

  73名 

 

３ 当日のプログラム及び出演者 

(１) 第１部 地域の担い手とともに、まちづくりを考える 

地域とともに世代を超えて、様々な人が集う拠点づくりについて 

 

 

(２) 第２部 これまでのまちづくりを振り返る 

ア 「おおたクリエイティブタウンセンター」の活動を通じたまちづくりの

取組について 

 

まちづくり環境委員会 

令和６年１月 15 日 

鉄道・都市づくり部 資料 11 番 

所管 鉄道・都市づくり課 

発表者 所属 内容 

鈴木
す ず き

 美
み

央
お

 氏 
O+Architecture主催 

 

公共空間活用のコンサル

ティングについて、他自

治体の事例（狭山市等）

を紹介 

ア リ ソ ン  理
り

恵
え

 

氏 

一級建築士事務所 ara主宰 

 

豊島区東長崎のカフェ

（MIA
マイア

 MIA
マイア

）の運営につい

て紹介 

小野
お の

 裕之
ひろゆき

 氏 
（株)散歩社代表取締役 

 

小田急線地下化に伴う下

北沢駅線路跡の共有スペ

ース（ボーナストラック）

の運営について紹介 

金井
か な い

 絵
え

美
み

 氏 
hatome運営 

 

下丸子のカフェ、コワー

キ ン グ ス ペ ー ス 等

（hatome）の運営につい

て紹介 



 

 

 

 

 

イ 「下丸子駅周辺地区まちづくり構想」について報告（区） 

 

(３) 第３部 下丸子のまちづくりを考える 

出演者とのトークを交え、ハード・ソフトの両面から、下丸子が楽しいま 

ちになるためのアイデアを発掘 

 

４ 概要 

  12月としては暖かい陽気の中、天候にも恵まれ、長時間のプログラムにも関 

わらず、多くの方にご参加いただいた。 

 参加者からは、「ゲストの方々が経験の中で培ってきたまちづくりへの思いは 

とても興味深かった」「他地域での事例紹介が参考になった」「下丸子の発展を考 

えている方が沢山いる事をとても嬉しく思った」ほか、「周りに知られていな 

い。もっとたくさんの人に関心を持ってもらえるよう頑張ってほしい」など、今

後の取組に向け、参考となる感想が寄せられた。 

 

５ 当日の様子 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表者 所属 内容 

野原
の は ら

 卓
たく

 氏 
（一社）おおたクリエイティブ

タウンセンター（センター長） 

 

区内のモノづくりイベン

ト（おおたオープンファ

クトリー）等の活動につ

いて紹介 



 

 

 

 

多摩川緊急治水対策プロジェクト（河道掘削）について 

 

現在、国土交通省関東地方整備局京浜河川事務所が六郷地区で実施されている『多摩川

緊急治水対策プロジェクト（河道掘削）』は、令和元年台風 19号被害を契機に、河床に

堆積した土砂を掘削することにより、洪水時の河川水位の低下を目的とした工事である。 

 

１ 多摩川緑地野球場の休止について   【資料１】参照 

休止理由 土地の所有者である国土交通省より河道掘削工事に伴い、土砂の曝気及び改

良、ヨシ根茎分別の作業ヤードとして使用したいと申し出があった。 

休止面数 ４面（全面１６面のうち３,４,８,９号面） 

休止期間 令和６年８月下旬以降から令和８年度末まで（予定） 

 

２ 多摩川緊急治水プロジェクト令和６年１月公表資料について【資料２】参照 

 

まちづくり環境委員会 

令和６年１月 15日 

都市基盤整備部 資料 23番 

所管 都市基盤管理課 

 







 

 

 

 

平和島公園及び平和の森公園に関するアンケート調査の結果について 

 

１ 目的 

  区民の憩いの場であり、都市部において水や緑と身近に触れ合える公園では、老朽化

が進む公園施設の更新や、変化する社会情勢や多様化するニーズに対応した公園づくり

が求められている。利用者のニーズに応える魅力ある公園づくりに向けた基礎的情報を

収集することを目的として、本調査を実施した。 

２ 調査対象公園 

  平和島公園及び平和の森公園 

３ 実施方法 

 ・インターネットによるアンケート調査 

 ・インターネットを利用できない方向けに、公園事務所に紙ベースのアンケート票   

を用意 

４ 実施期間 

  令和５年８月 21日（月）から令和５年９月 20日（水）まで 

５ 周知方法 

 ・大田区ホームページ、公式 X(旧 Twitter)、公式 LINE 等の SNS 及びはねぴょん健康ポ

イントアプリによる広報 

 ・平和島公園、平和の森公園内にポスターを掲示 

６ 回答結果 

  アンケートの回答数、両公園で 1,882人（平和島公園：908人、平和の森公園：974人）

からの回答があり、約 96％が大田区在住で、回答者の男女比率は、女性が 66％、男性が

34％であった。 

アンケート結果の詳細は別紙を参照。 

 

まちづくり環境委員会 

令和６年 １月 15日 

都市基盤整備部 資料 24番 

所管 公園課 



 

 
 
 

 

実施期間：令和５年８月 21日（月）から令和５年９月 20日（水）まで 

実施方法：インターネット及び紙ベースでの調査 

周知方法：大田区ホームページ、公式 LINE、公式 X（旧 twitter）、はねぴょん健康アプリでの通知 

各公園内にポスターを掲示 

 

 

 

問１：あなたの平和島・平和の森公園の利用頻度を教えてください。 

平和島公園 （年に数日以下 48.5%、利用したことがない 25.9％、月に１～２日 15.8％） 

平和の森公園（年に数日以下 44.1%、利用したことがない 20.3％、月に１～２日 15.4％） 

 

問２：平和島・平和の森公園を利用する際の主な利用形態を教えてください 

平和島公園 （家族 61.6%、ひとり 23.2％、友人・知人 8.0％） 

平和の森公園（家族 56.2%、ひとり 27.8％、友人・知人 7.6％） 

 

問３：平和島・平和の森公園の主な利用目的を教えてください。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4：平和島・平和の森公園に来園する際に利用した交通手段を教えてください。（複数選択可） 

 

平和島公園 （自転車 50.5%、徒歩 34.3％、車 25.7％、電車 16.0%） 

平和の森公園（自転車 48.3%、徒歩 39.8％、車 19.9％、電車 15.9%） 

 

問 5：平和島・平和の森公園を利用した際の満足度及びその理由を教えてください。                    

 

満足度の理由（一部抜粋） 

 

【平和島公園】                   【平和の森公園】 

・キャンプができるから               ・自然が多く、開放的でリラックスできる 

・こどもが楽しんでいたから             ・散歩コースが充実している 

・広々していて自然が多い              ・家族皆んなで楽しめた 

・公園が綺麗                    ・アスレチックが充実していた 

・水遊びが充実している               ・テニスコートがよい、緑が多く気持ちいい 

・交通の便がちょっと悪い              ・ベンチがもっと欲しい 遊具がもっとほしい 

・もう少しバリエーションが欲しい          ・駐車場が足りない 

 

 

問 6：平和島・平和の森公園を利用したことがない理由を教えてください。 

 

 

31.3%

45.6%

15.0%

6.2%
1.8%

満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

不満

22.6%

47.6%

22.6%

6.3%
0.9%

満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

不満

平和島公園及び平和の森公園に関するアンケート調査結果 概要版 

１．利用頻度 

実施期間等 

家族での利用が、約 56～62％を占
める。 

「散歩」と回答した人
が最も多く、48.4% 
 
次いで、 
 
「遊具で遊ぶ」24.7% 
 
「行事やイベントに参
加する」22.6% 
 
「水遊び」21.7% 
 
と続いている。 

両公園共に「自転車」が全体の約
48～50％を占めている。 

「散歩」と回答した人
が最も多く、53.0％ 
 
次いで、 
 
「フィールドアスレチ
ックで遊ぶ」22.4% 
 
「花木等の自然の鑑
賞」21.5% 
 
「遊具で遊ぶ」19.9% 
 
と続いている。 

平和島公園 

平和の森公園 

「満足」「やや満足」の回答が 
全体の 76.9％。 

「満足」「やや満足」の回答が 
全体の 70.2％。 

n= 673 

n= 773 

平和島公園 平和の森公園 

15.7%

9.4%

30.6%

31.5%

4.7%

3.8% 4.3%

存在を知らない

場所や行き方を知らない

アクセスが悪い

きっかけがない

利用したい施設がない

普段から公園を利用しない

その他

22.2%

12.1%

25.8%

28.8%

4.0%
4.0%

3.0%

存在を知らない

場所や行き方を知らない

アクセスが悪い

きっかけがない

利用したい施設がない

普段から公園を利用しない

その他

「きっかけがない」と回答した
人が最も多く、31.5％ 

「きっかけがない」と回答した
人が最も多く、28.8％ 

平和島公園 平和の森公園 

年に数日以下の
利用が、約 40～
50％を占める。 

n= 672 n= 772 

n= 198 n= 235 

別 紙 



 

５．整備に関する自由意見（一部抜粋） 

 

 

問 7：平和島・平和の森公園に新たに整備して欲しい施設を教えてください。（複数選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８：平和の森公園にある有料のフィールドアスレチックについて、 

どのような機能が充実したら嬉しいか、最も希望する機能を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8、９：平和島・平和の森公園に求める役割を教えてください。（複数選択可） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平和島公園】                        【平和の森公園】 

・区民が多くの体験ができる魅力ある               ・自由に遊べる広い芝生広場は貴重なので 

公園にしてほしい                         このままにして欲しい 

・自然豊かな公園にしてほしい                   ・いつもキレイにされていて気持ちが良い 

・水遊び場を残して欲しい                     ・なるべく自然を残して欲しい 

・他の区からも人が集まるような、素敵な施設にしてほしい     ・駐車場を充実させてほしい 

今回の結果に基づき、公民連携手法も活用した魅力ある公園づくりに向けた検討を進めていく。 

17.9%

20.6%

9.0%
22.1%

23.9%

6.5% シャワーの整備

フィールドアスレチックの充実

（種類の増加/リニューアル等）

子供用と大人用に分かれている

木々を活用したアドベンチャー

体験ができるフィールドアスレ

チック
現状のままで良い

2．整備して欲しい施設及びフィールドアスレチックについて 3．公園に求める役割を教えて下さい 

「広場や園内でゆっくりできる」
と回答した人が最も多く、59.5% 
 
次いで、 

「緑が豊か」55.4% 

「子供が自由に遊べる場所・空間
がある」51.5% 

「花木等の自然に親しむことがで
きる」46.1％ 
 
と続いている。 

平和島公園 

n= 908 

「飲食施設（軽食が楽し
めるカフェ等）」と回答
した人の割合が最も多
く、59.4% 
 
次いで、 
 
「屋外遊具施設」35.2% 
 
「屋内遊具施設」33.5% 
 
「物販施設」31.6% 
 
と続いている。 

平和の森公園 「飲食施設（軽食が楽し
めるカフェ等）」と回答
した人の割合が最も多
く、61.4% 
 
次いで、 
 
「物販施設」29.8% 
 
「飲食施設（レストラン
等）」28.1％ 
 
「屋内遊具施設」25.7% 
 
と続いている。 

平和の森公園 フィールドアスレチック

の機能充実を望んでいる

割合が約 70％と大半を

占めている。 

そのうち、「木々を活用

したアドベンチャー体験

ができるアスレチック」

が 22.1%を占め、次い

で、「種類の増加やリニ

ューアル」が 20.6％とな

っている。 

平和島公園 

n= 908 

平和の森公園 「広場や園内でゆっくりできる」
と回答した人が最も多く、65.1% 
 
次いで、 

「緑が豊か」61.7% 

「子供が自由に遊べる場所・空間
がある」56.2% 

「花木等の自然に親しむことがで
きる」55.1％ 
 
と続いている。 

６．今後について 

n= 966 

n= 972 

n= 955 

４．個人属性（年齢別回答者割合） 

両公園ともに、16歳未満の回答

が１％以下と非常に少ない結果で

あった。 

回答が多かった世代は、40歳代

で 24.3％～26.5％、次いで 50歳

代で 22.4～24.4％という結果で

あった。 

約７割が機能充実

を望む 



 

 

 

 

 

大規模公園におけるキッチンカー試験導入について 

 

近年、公園の魅力を高めていく上で、特に飲食機能を充実していくことが求め

られている。この課題に対応すべく、大規模公園を対象にキッチンカーを試験導

入する。 

 

１ 対象公園（予定） 

公園名 所在地 

平和島公園 平和島４-２-２ 

平和の森公園 平和の森公園２-1 

佐伯山緑地 中央５-３０-１５ 

下丸子公園 下丸子４-２１-２ 

西六郷公園 西六郷１-６-１ 

萩中公園 萩中３-２５-２６、萩中３-２６-４６ 

東調布公園 南雪谷５-１２-１、南雪谷５-１３-１ 

 

２ 実施期間 

令和６年４月末頃から令和６年 10月末頃までの約半年間（予定） 

 

３ 選定方法及び手続き 

公募型プロポーザル方式 

  選定委員会を設置し、事業者を選定する。 

 

４ 主な手続き日程（予定） 

項   目 日   程 

事業者の募集開始 令和６年１月 17日 

事業者の募集締切 １月 26日 

一次審査（書類審査） １月下旬 

二次審査（事業者によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ） ２月下旬から３月初旬 

事業者の選定 ２月下旬から３月初旬 

協定締結 ３月下旬 

 

まちづくり環境委員会 

令和６年１月 15日 

都市基盤整備部 資料 25番 

所管 公園課 



 

まちづくり環境委員会 
令和６年１月 15日 

環境清掃部 資料 10番 
所管 環境計画課 

区有施設における太陽光発電設備の既存建物への導入推進について 

 

１ 概要 

令和５年３月に策定した「大田区脱炭素戦略」では、太陽光発電設備の導入

に関する区の率先行動として、区有施設における設置可能性を調査・検討し、

2030年度まで計画的な整備を進めることとしている。 

これまで区は区有施設の新築・改築工事の際に、可能な限り太陽光発電設備

を設置しているが、今回、既存建物についても太陽光発電設備の効率的な導入

手法について検討し、調査対象施設を選定した。 

２ 導入手法 

  オンサイト型ＰＰＡ 

 （概要） 

区が事業者に区有施設のスペースを提供し、事業者が自らの負担により設

置した設備から当該施設に電力を供給する手法。 

 （理由） 

これまでの検討結果に基づき、工事請負やリース等の他手法と比較し、コ

ストメリット、財政支出の平準化、導入速度等の点で総合的に優位であるた

め。 

３ 調査対象施設 

  区立中学校 

 （対象選定理由） 

  屋上利用が少なく、スペースの有効活用が見込めるため。 

  また、建物が画一的かつ、堅ろうな構造であるため。 

４ 事業者選定 

より脱炭素に資するよう発電容量を多く確保するため、また設置に係る既存

建物の課題を解決するためには、専門的な知見による効率的な設備配置や課題

の抽出及び解決に関する提案を比較審査し、選考する必要がある。 

よって、事業者選定は公募型プロポーザル方式により実施する。 

５ スケジュール（予定） 

 ・令和５年度 事業者の選定 

 ・令和６年度 現地調査、設計、設置開始 

 ・令和７年度 設置完了及び電力供給の開始 

なお、令和７年度以降、導入効果を検証し、他部局所管の施設についても、

効率的な導入推進を図っていく。 

 



 

 

 

 

「第 23 回 エコフェスタワンダーランド」の開催について 

 

１ 目的及び開催方法 

  「地域から考える地球の未来」をテーマに、環境課題の解決に取り組む団体や事業

者等と協働して区民の環境意識の高揚を図ることを目的とする。 

池上会館で実施する講演会及び体験型イベントと、オンライン形式での動画配信

によるハイブリッド型イベントで開催する。 

 

２ 体験型メニュー 

（１）日程 令和６年２月 17日（土） 

（２）会場 区立池上会館（大田区池上一丁目 32番 8号） 

（３）体験型イベント（展示ホール、会議室等） 

・10時～12時、13時～15時 

・出展団体によるワークショップやミニ講座、省エネ講習会など 

（４）環境講座（集会室） 

  ・10時 30分～11時 30分 

 海の未来を題材とした、落語と気象予報士によるトークセッション 

  ・15時～16時 30分 

気象予報士による地球温暖化防止講演会 

（５）その他のプログラム 

・「地球にやさしいまちづくり」ポスターコンクールの表彰式 

 （14時～14時 30分 集会室） 

  ・環境動画コンテスト入賞作品の放映 

   （10時 15分～10時 30分、14時 45分～15時 集会室） 

 

３ オンラインによる動画配信 

（１）日程 令和６年２月１日（木）10時～２月 29日（木）15時 

（２）実施方法  

   専用特設Ｗｅｂサイトを開設。 

（３）主なコンテンツ 

ア 環境学習に役立つ動画配信 

イ 令和５年度「地球にやさしいまちづくり」ポスターコンクール入選作品紹介 

 

４ 出展団体 23 団体（予定） 

 

まちづくり環境委員会 
令和６年１月 15日 

環境清掃部 資料 11番 
所管 環境計画課 



 

 

５ 昨年度の様子（池上会館） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験型イベント（展示ホール） 講演会（集会室） 

専用特設Ｗｅｂサイト（トップページ画面） 
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